施設処遇会議　議事録

H19.5.28　13:30～15:00

青山荘地域交流室

　　　　　　出席者：長谷部G.O.M・秋山Ｇ.Ｏ.M・清水G.O.M・山口・三浦・馬渡・原・山田・佐々木・小松

（欠席者：千葉C.E.O・村田顧問・小坂）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：小松

議題

１：上久保　善郎　様（青山荘利用者様）の処遇について

２：清水　秋男　様（青風荘入所者様）の処遇について

３：中居　松男　様（青明舎利用者様）の処遇について

１：上久保　善郎　様（青山荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　

　＜問題点＞

①具体的に退所後の生活を考慮できない（目標を明確にしていく必要がある）

介入方法→〇家族調整・自宅外泊

・家族にも協力依頼し、定期的に面談場面を設け、青山荘での訓練内容とその効果、本人の生活能力を確認する。また、家族から本人に対する認識や関わりなどを確認し、その上で退所先に関しても徐々に検討していく。父とは折り合いが悪く交流が殆どない状態であり、意見交換する機会を設ける事を検討。

　また、家族面談を通して自宅での試験外泊や外泊訓練などを設けていく。家族からも評価して頂く

〇生活訓練・社会資源の利用

· 単身生活に向けて、自炊・掃除などの生活訓練を実施していく。

· 自立支援医療や手帳の更新など行政手続きは自分で行い手続きの方法を理解して頂く。また、バスや電車を利用しておいらせ町役所まで行く事で活動力の向上を図る。

〇就労訓練

· 就労に対しての意識付けを行っていく。

· 就労経験も少ない為、どのような事を行っているのかを学習し、実際に見学・体験する。就労体験を行う事で知識・活動の向上と就労に対しての意欲や自身につなげる。

· デイケア利用中心に就労に活用できる対人交流、社会的マナーを学習し行動修正を図る。行ったプログラム等に関しては情報交換し、青山荘での様子を確認し、助言を行う。

〇他者との交流

・他者と一緒の活動に参加する事で交流の場面は増え、自主的に話し掛けれる事も出来るようになる。他者との交流を通しストレスの軽減や生活技能の向上を図る。

＜評価＞

　　女性に近づき頭を触るなどの行為見られる為、女性の視点から見た本人の行動について伝える事で、自分の行動について振り返って頂く。

今後、自宅退所したとしても前回と同じく、飲酒し何もしないという生活を送る可能性は十分考えられる。外泊中の本人の様子などを家族へ確認し、退所に向けて保健師を使うなど社会資源の活用についても検討していく必要があるのではないか。

２：清水　秋男　様（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 退所向け本人の詳細なアセスメントを行いながら、保護者も巻き込んでの本人の意思に沿うような社会資源の学習や実体験を行う。

介入方法→・定時間をかけ、本人の詳細な能力アセスメントやこれまでの経過、現在の心情を聞き取る。グループホーム等の見学や体験利用を勧め、どういった所かをまず知ってもらい、先入観を取り払ってもらう。

　　・保護者とも面談の上、本人も含めて方向性について検討し、必要があれば兄氏から伝えてもらう。

・実際に、単身生活に近い環境で何日間か生活してもらい、単身生活に必要な事を知ってもらった上で再度アセスメントを行う。

・具体的な目標を集中的に支援する。

2 環境の変化やストレスによって、病状が不安定となる事が考えられ、移行段階での本人へのフォローを行う。
　　　介入方法→・本人の不安感やストレスを適宜確認し、相談できるような関わりを作る。

　　　　　　　　・振り返りと評価を繰り返し実施し、本人の意欲を維持させる。

＜評価＞

　今後、次のステップアップとしてグループホーム、又は、青山荘への入所を検討している。この事は保護者である兄氏には連絡済である。本人へもこの事を伝えているが、本人の希望としては単身生活を強く希望しており職親に行きたいとの事。スタッフ説明行なうも納得されずグループホーム、青山荘への拒否見られている。本人、対人関係に気を遣い疲れるとの事。今後も本人の意思を尊重しながら時間をかけて面談を行っていく。また、実際に本人に職親など体験してもらう事もいいのではないか。

３：中居　松男　様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

1 健康の維持・管理について（同じメニューが続いている為（油を使った料理）、偏っている）
介入方法→・食事メニュー表を訪問時に確認し本人と一緒に振り返る。

・本人より希望がある場合は、昼食を作ろうの会を実施し、その都度振り返り自炊のバリエーションを増やす。

②金銭管理について

介入方法→・現在厚生年金からアパート代を引いた７．５万貰っているが、今年の一月からは約８．５万円を使っている為、約1万円赤字になっている。

・現在の生活にかかる、お金を計算・分析して節約できる面を本人と探す。

・自炊の一食分にどのくらい掛かっているのかを計算し本人と振り返りをする。

＜評価＞

食事に関しては、デイケアの栄養士を使って栄養指導やメニューについて行なうのも良いのではないか。又は、青明舎での食事サービスを止め、青明舎スタッフと一緒に料理作りをしていく事も検討してはどうか。それによって本人との信頼関係も生まれるのではないか。金銭管理では、引越しの際に13万通帳から下ろしたのを手元に於いている為、１万多く使っているとはいえその中でやりくりはできている。ただし、他者へおごる事がある為注意していかなければいけない。　　　　　　　　　　　

年齢的な事もある為、今後、身体面での管理や採血など定期的な検査も行なっていく必要がある。
